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誠信の交わり�
　対馬市は、元釜山文化財団代表理事であり元釜慶大学校総長の「姜南周（カ
ン ナムジュ）」先生に「対馬市国際諮問大使」を委嘱し、併せてこれまでの
文化交流事業推進の功績に対する感謝状を贈呈しました。

シーカヤックで対馬の海を満喫!�
　7月17日、豊玉町仁位神話の里自然公園でシーカヤック教室が行われま
した。8月28日には豊玉町仁位で「夏だ!!ふれあいシーカヤック大会」が、9
月10日には美津島町 知で「対馬シーカヤックフェスタ」が開催されます。

こん鳥　初めて見るねぇ
　7月23・24日、対馬市交流センターで「対馬の野鳥写真展」が開
催されました。来場者はめったにお目にかかれない野鳥の写真
を前に、あらためて「野鳥の宝庫：対馬」を実感していました。

凛として�
　7月29日、長崎市で開催された「第61回“社会を明るくす
る運動”中高生弁論大会」で佐須中学校2年の齋藤凛太郎く
んが「ぼくの祖母」と題し発表、見事優秀賞を獲得しました。

明るい社会をつくろう
　7月3日、厳原町で「青少年の非行防止・社会を明るくする運動啓発
パレード」が行われました。厳原中学校吹奏楽部を先頭に、育成会・保
護司会・消防団などが青少年の犯罪・非行の防止を呼びかけました。

健やかに育てと願いを込めて�
　7月2日、峰町木坂御前浜で海岸の石を円すい状に積み上げて男児
の健やかな成長と五穀豊穣を願う伝統行事「ヤクマ祭り」が行われま
した。ヤクマは「厄馬」「厄魔」の字があてられ、厄払いを意味します。
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写真提供：対馬市教育委員会文化財課�写真提供：対馬市教育委員会文化財課�
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　7月3日、対馬の夏を代表するスポーツイベント「国境マラソンIN対馬」が上対馬町三宇田浜海水浴場をスタート・

ゴールに開催され、国内外から参加した1,108名が国境の大地を駆け抜けました。

　今大会には6月27日から上対馬で合宿をおこなっていた（株）九電工陸上競技部女子部（片渕博文監督）のメン

バーも招待選手として参加。国内トップレベルの走りを見せてくれました。

　また今年は、社名変更10周年目にあたるORCオリエンタルエアブリッジ（株）から優勝者への往復航空券やオ

リジナルグッズ等をご提供いただきました。

第15回　国境マラソンIN対馬�

ハーフマラソン一般男子39歳以下優勝の川下さん（壱岐市から出場）�
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　みなさんが集まってくれ
る「ひめがみ」にしたいです。
ここが緒方の顔になれば…。

　お母さんの味を思い出すような、そ
んなひめがみ漬を作りたいと思ってます。
孫が七夕の短冊に「大きくなったらひ
めがみで働きたい」と書いてくれました。
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　私たちの作る商品がみなさ
んに少しづつ広まり愛しても
らえるように頑張っていきます。

　地域の子どもたちが受
け継いでくれるような会
社にすることが夢です。

　家に帰ると息子やお嫁さ
んがいろいろアドバイスを
してくれます。優しさや思
いやりが伝わる商品を生み
出したいですね。

川h鶴枝さん�

～対馬ひめがみ奮闘記～�

�

女神たちの挑戦�

　ワールドカップで劇的な初優勝を果たした「なでしこジャパン」や「AKB48」
をはじめとするアイドルグループなど、今、日本に勇気と元気を与えているの
は女性たちのパワーです。�
　そして対馬でも。美津島町緒方地区で結成された主婦
5人のグループ「対馬ひめがみ」が「おばちゃんパワー」
で対馬を元気にしています。�
　ごく普通の主婦である彼女たちは、地域の活性化を目指
し、自分たちの手で事業所を起ち上げ、商品開発や販路開
拓を行っています。�

松島ヨシエさん�

田口まつえさん�松島喜美枝さん� 田口松枝さん（代表）�
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　美津島町緒方地区は、東水道に面した人口137人

（平成23年7月末現在）の小さな集落。古くからイ

カ釣り漁が盛んでしたが近年は漁業者も減り、多く

はサラリーマンとして地区外に就労しています。�

　地区のシンボルといえるのが姫神山。そこに建つ

「姫神砲台」は明治時代に造られました。保存状態

が良くレンガ造りの弾薬庫も残っています。�

　山頂からの景色も魅力的で多くの観光客が訪れて

います。「対馬ひめがみ」のネーミングはこの場所

に由来します。�

◎第1号商品「ひめがみ漬」
　緒方地区に古くから伝わる伝統料理「イカのこう

じ漬け」がベースになった保存食です。細く千切り

し干したイカのミミを、麦こうじ・しょうゆ・さとう・

みりん・酒などで味付けしたタレに漬けこみます。

どこか懐かしさを感じさせる素朴な味は、ビールの

おつまみにはもちろん、白いご飯のお供にもってこ

いの逸品です。

　食品販売のプロの指導も受け、消費者の多様なニ

ーズに応えようと、昔ながらのこうじ漬けをアレン

ジし、コチジャン味やコンブ入りも開発しました。

◎新商品は「巻きスルメ」
　一晩干したマイカを使います。イカの足

を中に巻き込み、タコ糸でしばったあと、

水煮して、さらにひめがみ秘伝のタレで煮

込みます。緒方の正月には欠かせないおせ

ち料理として、代々受け継がれています。

　ラベルデザインは、島おこし協働隊：島

デザイナーとして活動している松野由紀子

さんに依頼。イカがビールジョッキを持つ

イラストは愛嬌満点。

◎対馬ひめがみの誕生
　緒方で生まれ緒方で育った主婦仲間5人が、2010

年6月に起ち上げた市民グループ。

　地元産の新鮮なイカを使った「ひめがみ漬」を主

力商品に、干物やひおうぎ貝などを生産販売してい

ます。

　2010年2月に閉鎖された真珠養殖会社の従業員だ

った5人は、退職を機に地域に貢献しようと、メン

バー1人の空き家を事務所・加工場とし、冷蔵庫や

冷凍庫など譲り受け事業を興しました。
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◎地域マネージャーが強力バックアップ�
　緒方地区地域マネージャーの瀧川昌浩さん

と松島哲也さんは対馬ひめがみに設立当初か

ら関わり、メンバーが不得意な補助金の申請

や資料づくりなどをサポートしています。

　「事業所の起ち上げというゼロからのスタ

ートは、私自身もはじめての経験です。しか

し、私はあくまでもみなさんの要望を受けて

動いているだけ。地域の人たちがどうしたい

のか？が、大事なのです」と話す瀧川さん。

「パソコンは使えないし、経営のことも全く

わからない私たちを支えてくれる頼もしい存

在です。地域マネージャーがいなければ、今

の私たちはありません」とメンバーは全幅の

信頼を寄せています。

◎福岡にも進出！�
　対馬ひめがみの活躍は対馬だけにとど

まりません。

　この夏、５人は福岡に渡り、商品を扱

って頂いている小売店や商品開発の専門

家を訪問。店頭での売れ行き状況を確認

したり、パッケージデザインなどについ

てアドバイスを受けました。

　また、福岡市天神で開催されたラジオ

の公開生放送にも出演。商品のPRを行

うとともに、試食や販売を行い、福岡の

消費者と直接話す機会を得ました。消費

者のニーズをつかみ、特徴のある商品に

育てあげる努力が「売りたいもの」を「売

れるもの」に変える秘訣なのです。

「女神」たちの「笑顔」と「元気」が、緒方地区に対馬にパワーをもたらしています�

「まだまだ儲けにはなってないけど、

とにかく楽しい！」�

「ここには『夢』があるんです！」�

「商売を始めてからたくさんの方

と出会い、緒方から出たことがな

かった私たちも顔が広くなって

ね（笑）」�

「最初に作ったコチジャン味は韓

国の方に不評で一個も売れんかっ

たと。でもそれがいい勉強になり

ましたよ」�

　対馬ひめがみのメンバーはいつ

も笑顔。そしていつも前向き。�

�



地域マネージャー通信
地域再生推進本部　協働のまちづくり推進グループ�

地域再生推進本部・農林振興課からのお知らせ�

パブリックコメントを募集しています�

　（仮称）対馬市市民基本条例…地域再生推進本部　　　　☎0920（53）6111�
　対馬市もり森林づくり条例…農林水産部　農林振興課　☎0920（53）6111�
�

問い合わせ�

　「（仮称）対馬市市民基本条例（案）」と「対馬市森林づくり条例（案）」に対するご意見（パブリックコメン
ト）を募集しています。�
　市役所本庁・各地域活性化センター地域支援課で条例（案）の閲覧および意見の提出ができます。
また、市ホームページからも意見の提出ができます。�
　皆さまのご意見をお待ちしております。�

　今回の地域マネージャー通信では、｢美津島町大浜・高浜・西高浜地区｣を紹介します。�
　大浜・高浜・西高浜地区は、美津島町の南部に位置しており、大型の商業施設や中対
馬病院等を有した地区で、バスなどの大型車をはじめ、車の交通量や人通りも多い地区です。�
　こういった現状の中、地区では区長、地域住民、地域マネージャーが一緒になって、地区の課題解決に向け
て様々な取り組みを行っています。�

○アンケート調査を実施�
　大浜・高浜・西高浜地区では、地区の問題点や課題、地区の方が思
っていることなどを知るため、アンケート調査を実施しました。�

　アンケートでは、防災・防犯、道路、子どもの遊び場、健康生活、
環境・衛生、娯楽・文化について項目を設け、該当しているか、賛
同できるか、問題のある場所等の調査のほか、自分の地区に必要な
もの、提案、ご意見も募集しました。�

　※アンケートによる地域住民の主な意見�
　　・子どもたちの遊び場がほしい。�
　　・見通しが悪くて危険を感じる場所がある。�
　　・防犯灯を設置すべき場所がある。�
　結果、上記のような意見が多数浮かびあがり、これからの地域づ
くりの重要な目安となる問題点を知ることができました。�

○問題解決に向けた取り組みの実施�
　高浜地区では、宿舎付近に未舗装の部分があり、雨の日にはそこに
溜まった泥水や小石が宿舎敷地内に流入し、苦慮している状況でした。�
　そこで地域マネージャー原材料支給制度を利用し、地区住民が協力
して道路の舗装を実施しました。�
�

作業の様子� 完　成�

実施されたアンケート�

応募締切　　（仮称）対馬市市民基本条例　平成23年8月31日（水）まで�

　　　　　　対馬市森林づくり条例　　　平成23年8月25日（木）まで�
も　り�

も 　 り �
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環境政策課からのお知らせ�

美しい海岸線を未来へ�
　－地域グリーンニューディール基金事業－�
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　対馬の海岸線は約915km。その海岸には東シナ海から対馬海流に乗り、また冬の季節風に押されて
北西部の海岸にはおびただしい量のさまざまなごみが漂着しており、漁業への影響・海岸景観上の問題
やその回収や処理が大きな課題となっています。さらに漂着するごみの中には、針の付いた注射器や薬
ビンなどの医療系廃棄物が含まれており、海岸利用者の安全への影響が懸念されています。�
　平成22年度において、長崎県海岸漂着物対策推進計画に基づき、国の補助制度である地域グリーン
ニューディール基金を活用し、漂着ごみの多い対馬市北部・西部を中心に114箇所の海岸清掃を行いま
した。回収作業には延べ約7,800人の方が従事し、約22kmの海岸で14,911袋の海岸漂着物を回収す
る事ができました。�
　なお、漂着ごみの回収は、長年海岸清掃を行ってきた実績や地域実情を踏まえて、地元の漁業集落の
皆さんに協力を依頼しました。�

各地の海岸清掃の様子�

▲上対馬町豊地区�

▲豊玉町田地区� ▲厳原町佐須地区（トノハマ海岸）�

▲上県町越高地区�

厳 原 �
美津島�
豊 玉 �
　峰　�
上 県 �
上対馬�
　計　�

782�
296�

1,726�
　399�
1,713�
1,130�
6,046

277�
134�
900�
187�

1,164�
560�

3,222

125�
347�

1,209�
18�
374�
317�

2,390

80�
191�
25�
20�
�

302�
618

9�
4�

160�
16�
2�

137�
328

9�
3�
�
�
�
4�
16�

268�
98�

1,025�
51�
257�
137�

1,836

3�
8�
24�
�
6�
41�
82

5�
9�

118�
224�

�
17�
373

1,558�
1,090�
5,187�
915�

3,516�
2,645�
14,911

発泡スチ�
ロ ー ル �

廃プラス�
チ ッ ク�

漁 網 ・ �
ロ ー プ �

可 燃 系�
ご　　み�

不 燃 系�
ご　　み�ドラム缶�木 く ず �電化製品�

そ の 他 � 計�

平成22年度対馬市海岸漂着物地域対策推進事業　回収実績　�単位：トン袋（㎥）�

（処理困難物など）�
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犬の死亡届を出し忘れていませんか？�

市民生活部　環境政策課　☎0920（53）6111　または、各地域活性化センター　住民生活課�問い合わせ�

　狂犬病予防法により、犬の所有者には犬の所在地を管轄す
る市への登録申請が義務付けられています。�
　また、登録された犬が死亡した場合は市への届け出が義務
付けられています。�
　もし、この届け出がなければ亡くなった犬の登録が抹消さ
れずに残ってしまいますので、飼っていた犬の死亡届をまだ
出されていない場合は下記までご連絡ください。�

上対馬町豊地区（落井戸海岸）�

【清掃前】� 【清掃後】�

　複雑に入り組んだ海岸線を持つ対馬は、

人や重機が容易に立ち入ることができない

場所が多く、手つかずのままになっていた

地域もありました。筏の作製や船舶利用な

ど、皆さんの創意工夫で回収・搬出作業に

取り組んでいただきました。�

犬の登録や死亡等に関する届け出は法律により義務付けられています!!
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健康保健課からのお知らせ�

新しい食生活改善推進員さんが誕生します�

問い合わせ�

　対馬市では、市民の皆さんの健康づくりをお手伝いしていただく

食生活改善推進員を養成する講習会を、5月から2ヶ月間にわたり

実施しました。�

　新しく22名の食生活改善推進員（愛称：ヘルスメイト）さんが

誕生します。どうぞよろしくお願いします。�

福祉保健部　健康保健課　☎0920（58）1116　�

福祉課からのお知らせ�

高齢者実態調査へご協力をお願いします�

住宅用火災警報器設置にかかる費用を助成します�
�

　「誰もが安心して幸せに暮らすことができる福祉の対馬づくり」を実現するため、自然災害時におい

て、自力での避難・移動が困難な高齢者、障害者の実態把握調査を実施いたします。�

　高齢者・障害者の方々が建物火災等における安心かつ安全な避難及び生活の継続を図ることを目的に、
住宅用火災警報器の設置にかかる費用の助成を行います。�
�
1、対　象　者�
　　市町村民税非課税世帯のうち、次のいずれかに該当する世帯�
（1）75歳以上の高齢者のみで構成された世帯�
（2）身体障害者手帳の交付を受けている人で、1級又は2級の単身世帯�
（3）知的障害者手帳の交付を受けている人で、A判定の手帳を所持している単身世帯�
（4）精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている人で、1級の障害者手帳を所持している単身世帯�
（5）要介護認定で3・4・5と認定された単身世帯�
（6）前各号により混成された世帯�

2、設 置 場 所　台所のみ�
3、設 置 台 数　1世帯1台　ただし、既に設置されている場合は対象外�
4、補助対象額　上限　3,150円�
5、受 付 締 切　平成24年2月29日まで�
6、受 付 場 所　福祉課・南北福祉保健センター及び各地域活性化センター福祉担当窓口�

１．第1次調査　（住所・氏名・ニーズ調査）�

　　 対 象 者：65歳以上全ての方　�

　　 実施時期：平成23年8月～平成23年9月�

２．第2次調査　（要援護者を対象とした実態把握調査）�

　　 対 象 者：１次調査で詳細調査の必要な方等（介護・身障者）�

　　 実施時期：平成23年10月～平成23年12月�

福祉事務所　福祉課　☎0920（58）2294問い合わせ�



年
金
コ
ー
ナ
ー�

○
ち
ょ
っ
と
増
や
せ
る�

　「
付
加
年
金
」を
ご
存�

　
知
で
す
か�

　　
年
金
額
を
も
っ
と
引
き

上
げ
た
い
と
お
考
え
の
方

に
は
、
「
付
加
年
金
」
と

い
う
制
度
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
定
額
保
険
料
に
月
額
４

０
０
円
を
プ
ラ
ス
し
て
納

付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年

金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ

し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
付
加
保
険
料
と
付
加
年

金
の
額
に
つ
い
て

　
付
加
年
金
の
額
は
「
２

０
０
円
×
付
加
年
金
を
納

め
た
月
数
」
で
計
算
さ
れ

ま
す
。

　
65
歳
か
ら
、
付
加
年
金

を
２
年
間
受
給
す
る
と
、

納
付
し
た
付
加
保
険
料
総

額
と
同
額
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
２
年
間
で
元
金

が
か
え
っ
て
く
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
付
加
年
金
は
、
老
齢
基

礎
年
金
と
あ
わ
せ
て
受
給

で
き
る
終
身
年
金
で
す
が
、

物
価
の
上
下
に
対
応
し
た

「
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
度
」

（
増
額
や
減
額
）
な
ど
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
付
加
年
金
は

老
齢
基
礎
年
金
と
い
っ
し

ょ
に
支
給
さ
れ
る
た
め
繰

上
げ
、
ま
た
は
繰
り
下
げ

支
給
を
し
た
と
き
に
は
、

本
体
の
老
齢
基
礎
年
金
と

同
じ
割
合
で
減
額
ま
た
は

増
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と

納
め
ら
れ
ま
せ
ん

　
付
加
年
金
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
方
は
、

①
第
１
号
被
保
険
者
で
定

　
額
の
保
険
料
を
納
め
て

　
い
る
方

②
任
意
加
入
被
保
険
者
で

　
す
。

＊
国
民
年
金
基
金
に
加
入

中
の
方
は
、
付
加
保
険
料

は
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、

申
し
込
ん
だ
月
分
か
ら
と

な
り
ま
す
。

　
納
付
期
限
は
翌
月
末
日

で
す
。

　
な
お
、
納
付
期
限
を
過

ぎ
る
と
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
や
割

安
に
な
る
前
納
制
度
も
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
付
加
保
険
料
を
納
付
し

て
い
る
方
は
、
い
つ
で
も

任
意
に
申
し
出
て
、
そ
の

納
付
を
や
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
付
加
保
険
料
の
手
続
き

は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
、

市
役
所
年
金
窓
口
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

日
本
年
金
機
構

　
　
長
崎
北
年
金
事
務
所

☎
０
９
５
（
８
６
１
）

　
　
　
　
　
　
１
5
８
2

▼
長
崎
北
年
金
事
務
所
の

　
　
　
　
出
張
年
金
相
談

　
日
時
　
９
月
８
日（
木
）

　
　
　
　
９
時
〜
17
時
　

　
場
所
　
対
馬
市
役
所

　
　
　
　
別
館
　
　
　
　

　
日
時
　
９
月
９
日（
金
）

　
　
　
　
９
時
〜
13
時
　

　
場
所
　
美
津
島
地
域
活

　
　
　
　
性
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
別
館

広報つしま11

健康保健課からのお知らせ�

そのせき、結核ではありませんか？�

■かぜのようでかぜじゃない…それが結核です。��

　※全患者のうち、半数以上は高齢者です。��

■早めの受診が、あなたと大切な人の健康を守ります。��

■年1回は胸部エックス線検査で、肺の健康確認を！�

　□長引くせき（2週間以上続く）��

　□痰がでる（痰に血が混ざる）��

　□体がだるい、活力がでない��

　□発熱（微熱が続く）��

　□胸の痛み・体重減少など　　　��

かぜのような症状が長引く場合、必ず医療機関を受診しましょう。��

　結核を発病しても、特徴的な症状がでない場合もあります。��

　症状がなくても、年1回は胸部エックス線検査による健康診断を受けましょう。�

☆集団型健診（10月7日～17日）をご利用ください。��
　※40歳以上の方が受けられます。��
　※料金は300円です。�

来月9月24日～30日は結核予防週間です!!

問い合わせ�福祉保健部　健康保健課　☎0920（58）1116　または、南・北福祉保健センター�

長
び
く「
せ
き
」に
�

ご
用
心
!!



朝鮮通信使コーナー�

【問い合わせ】 観光物産推進本部　☎0920（53）6111

　
五
代
将
軍
綱
吉

五
代
将
軍
綱
吉�

　
将
軍
家
綱
が
亡
く
な
り
そ
の
跡
を
継
ぎ
第
五
代
将
軍
と

　
将
軍
家
綱
が
亡
く
な
り
そ
の
跡
を
継
ぎ
第
五
代
将
軍
と

な
っ
た
の
は
弟
綱
吉
で
し
た
。
そ
の
治
世
は

な
っ
た
の
は
弟
綱
吉
で
し
た
。
そ
の
治
世
は「
天
和
の
治

天
和
の
治
」

と
称
さ
れ
、
将
軍
権
力
の
強
化
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
綱
吉

と
称
さ
れ
、
将
軍
権
力
の
強
化
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
綱
吉

は
学
問
好
き
だ
が
毀
誉
褒
貶
の
甚
だ
し
い
人
物
で

は
学
問
好
き
だ
が
毀
誉
褒
貶
の
甚
だ
し
い
人
物
で
し
た
し
た
。

「
生
類
憐
み
の
令
」
を
出
し
、
戌
年
生
ま
れ
で
あ
っ
た
こ

「
生
類
憐
み
の
令
」
を
出
し
、
戌
年
生
ま
れ
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
極
端
に
犬
を
愛
護
し
て
、
「
犬
公
方
」
と
呼
ば
れ

と
か
ら
極
端
に
犬
を
愛
護
し
て
、
「
犬
公
方
」
と
呼
ば
れ

た
の
は
有
名
で
す
（
対
馬
藩
の
猪
退
治
は
、
こ
の
「
生
類

た
の
は
有
名
で
す
（
対
馬
藩
の
猪
退
治
は
、
こ
の
「
生
類

憐
れ
み
の
令
」
の
最
中
に
行
わ
れ
ま
し
た
）

憐
れ
み
の
令
」
の
最
中
に
行
わ
れ
ま
し
た
）
。

　
来
日
の
目
的
と
背
景

来
日
の
目
的
と
背
景

　
綱
吉
が
将
軍
に
就
い
た
こ
ろ

　
綱
吉
が
将
軍
に
就
い
た
こ
ろ
、
国
内
的
に
は
各
地
の
大

国
内
的
に
は
各
地
の
大

名
も
定
着
し

名
も
定
着
し
、
幕
藩
体
制
の
確
立
期
で
し

幕
藩
体
制
の
確
立
期
で
し
た
。
た
。
制
約
は
あ

制
約
は
あ

り
な
が
ら
も
、

り
な
が
ら
も
、オ
ラ
ン
ダ

オ
ラ
ン
ダ
・
中
国
貿
易
は
盛
ん

中
国
貿
易
は
盛
ん
で
、
で
、
幕
府
は

幕
府
は

長
崎
入
港
の
オ
ラ
ン
ダ
船

長
崎
入
港
の
オ
ラ
ン
ダ
船
・
中
国
船
の
船
長
に
対
し
て

中
国
船
の
船
長
に
対
し
て「
風
「
風

説
書
」

説
書
」の
提
出
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

の
提
出
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
、海
外
の
情
報
も
入

海
外
の
情
報
も
入

手
し
、

手
し
、鎖
国
体
制
の
整
備
に
努
め
ま
し
た

鎖
国
体
制
の
整
備
に
努
め
ま
し
た
。

　
朝
鮮
は
こ
の
時
期

　
朝
鮮
は
こ
の
時
期「
援
明
抗
清
」

「
援
明
抗
清
」は
絶
望
的
と
な
り

は
絶
望
的
と
な
り
、
新

し
く
興
っ
た
清
国
へ
の
朝
貢
体
制

し
く
興
っ
た
清
国
へ
の
朝
貢
体
制（
外
国
に
貢
物
を
す
る
）

（
外
国
に
貢
物
を
す
る
）

に
従
わ
ざ
る
を
得
ず
、

に
従
わ
ざ
る
を
得
ず
、「
人
心
淘
懼
」

「
人
心
淘
懼
」（
恐
れ
る
）

恐
れ
る
）の
状
態
に

の
状
態
に

あ
り
ま
し
た

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
南
方
日
本
と
の
平
和
提
携
は

そ
の
た
め
南
方
日
本
と
の
平
和
提
携
は
、

国
家
存
立
の
た
め
必
要
で
し
た

国
家
存
立
の
た
め
必
要
で
し
た
。

　
家
綱
の
逝
去
か
ら
三
ヶ
月
余
り

　
家
綱
の
逝
去
か
ら
三
ヶ
月
余
り
、
綱
吉
が
将
軍
に
就
く

綱
吉
が
将
軍
に
就
く

と
翌
年

と
翌
年
（
天
和
元

天
和
元
・
一
六
八
一
）

一
六
八
一
）七
月
七
月
、
幕
府
の
指
示
を
受

幕
府
の
指
示
を
受

け
た
対
馬
藩
に
よ
り

け
た
対
馬
藩
に
よ
り
「
将
軍
襲
職
祝
賀

将
軍
襲
職
祝
賀
」
の
通
信
使
来
聘

の
通
信
使
来
聘

の
要
請
が
朝
鮮
府
に
出
さ
れ
ま
し
た

の
要
請
が
朝
鮮
府
に
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
朝
鮮

こ
れ
に
対
し
朝
鮮

府
で
は

府
で
は
、
日
本
に
お
け
る
将
軍
襲
職
に
際
し
通
信
使
を
派

日
本
に
お
け
る
将
軍
襲
職
に
際
し
通
信
使
を
派

遣
す
る
こ
と
は

遣
す
る
こ
と
は
、「
対
等
抗
礼
」

「
対
等
抗
礼
」と
い
う
善
隣
外
交
の
基
本

と
い
う
善
隣
外
交
の
基
本

原
則
に
よ
り
恒
例
で
と
り
わ
け
論
争
も
無
く

原
則
に
よ
り
恒
例
で
と
り
わ
け
論
争
も
無
く
、
九
月
に
は

九
月
に
は

派
遣
決
定
の
承
諾
が
な
さ
れ
ま
し
た

派
遣
決
定
の
承
諾
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
朝
鮮
府
と
し
て
は

朝
鮮
府
と
し
て
は

将
軍
襲
職
祝
賀

将
軍
襲
職
祝
賀
・
日
本
国
情
観
察
と
は
別
に
、

日
本
国
情
観
察
と
は
別
に
、日
本
に
赴
か

日
本
に
赴
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
大
な
交
渉
課
題
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
大
な
交
渉
課
題
が
、
他
に
生
じ
て

他
に
生
じ
て

い
た
の
で
し
た

い
た
の
で
し
た
。

　
文
化
の
交
流

文
化
の
交
流

　
朝
鮮
通
信
使
は

　
朝
鮮
通
信
使
は
、
そ
の
華
や
か
で
異
国
情
緒
に
満
ち
た

そ
の
華
や
か
で
異
国
情
緒
に
満
ち
た

行
列
で
有
名
で
す
が

行
列
で
有
名
で
す
が
、
通
過
す
る
各
地
で
文
化
の
交
流
に

通
過
す
る
各
地
で
文
化
の
交
流
に

も
追
わ
れ
ま
し
た

も
追
わ
れ
ま
し
た
。
異
文
化
を
求
め
る
現
地
の
儒
者
や
文

異
文
化
を
求
め
る
現
地
の
儒
者
や
文

人
、
人
、医
者
等
の
来
訪
は
引
き
も
切
ら
ず
、

医
者
等
の
来
訪
は
引
き
も
切
ら
ず
、盛
ん
な
漢
詩
文

盛
ん
な
漢
詩
文
、

学
術
学
術
・
芸
術
の
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た

芸
術
の
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
使
行
記

使
行
記
「
東
槎
東
槎

日
録
日
録
」（
金
指
南
著

（
金
指
南
著
）
に
は
そ
の
様
子
が

に
は
そ
の
様
子
が
、「
路
次
で
も
求

「
路
次
で
も
求

詩
・
求
墨
の
請
が
多
く
て
堪
え
ら
れ
ず

求
墨
の
請
が
多
く
て
堪
え
ら
れ
ず
、
禁
じ
ら
れ
て
も

禁
じ
ら
れ
て
も

そ
の
国
の
執
政

そ
の
国
の
執
政（
重
臣
た
ち
）

（
重
臣
た
ち
）が
、
藩
の
儒
者
や
好
学
の
輩

藩
の
儒
者
や
好
学
の
輩

を
連
れ
て
来
て

を
連
れ
て
来
て
、
紙
を
張
り
硯
を
す
っ
て
求
め
る

紙
を
張
り
硯
を
す
っ
て
求
め
る
」
と
」
と
、

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

そ
れ
は
、
朝
鮮
文
化
へ
の
関
心
の

朝
鮮
文
化
へ
の
関
心
の

高
さ
を
示
す
も
の
で
し
た

高
さ
を
示
す
も
の
で
し
た
。

　
出
現
し
た
聘
礼
の
問
題

出
現
し
た
聘
礼
の
問
題

　
朝
鮮
国
書
の
伝
達
は

　
朝
鮮
国
書
の
伝
達
は
、
八
月
二
十
七
日
に
江
戸
城
で
行

八
月
二
十
七
日
に
江
戸
城
で
行

わ
れ
ま
し
た
が
、

わ
れ
ま
し
た
が
、問
題
を
残
す
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

問
題
を
残
す
も
の
と
な
り
ま
し
た
。そ
れ
そ
れ

は
徳
川
政
権
の
政
治
的
安
定
性
か
ら
く
る
尊
大
感
と
自
信

は
徳
川
政
権
の
政
治
的
安
定
性
か
ら
く
る
尊
大
感
と
自
信

が
、
使
臣
一
行
に
不
遜
な
対
応
と
し
て
現
れ
ま
し
た

、
使
臣
一
行
に
不
遜
な
対
応
と
し
て
現
れ
ま
し
た
。

　
ま
　
ま
た
、
朝
鮮
側
か
ら
は
書
契

朝
鮮
側
か
ら
は
書
契（
外
交
文
書
）

（
外
交
文
書
）が
対
等
で
な

が
対
等
で
な

い
こ
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
ま
し

い
こ
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
た
。
つ
ま
り

つ
ま
り
、
将
軍
は
天

将
軍
は
天

皇
の
臣
下

皇
の
臣
下（
従
一
位
の
人
臣
）

（
従
一
位
の
人
臣
）で
あ
り

で
あ
り
、
こ
れ
と
朝
鮮
国
王

こ
れ
と
朝
鮮
国
王

が
対
等
礼
を
交
換
す
る
の
は
不
義
、

が
対
等
礼
を
交
換
す
る
の
は
不
義
、と
い
う
の
で
す
。

と
い
う
の
で
す
。こ
れ
こ
れ

ら
が
将
来
へ
の
課
題
と
し
て
残
る
聘
礼
で
し
た

ら
が
将
来
へ
の
課
題
と
し
て
残
る
聘
礼
で
し
た
。

　
今
回
は
綱
吉
の

　
今
回
は
綱
吉
の
「
隣
国
使
臣
の
祖
廟
へ
の
参
詣
は
事
理

隣
国
使
臣
の
祖
廟
へ
の
参
詣
は
事
理

に
お
い
て
不
当
」

に
お
い
て
不
当
」と
す
る
意
向
も
あ
り
、

と
す
る
意
向
も
あ
り
、日
光
参
詣
は
行
わ

日
光
参
詣
は
行
わ

れ
ま
せ
ん
で
し
た

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
使
員
に
よ
る
密
輸
事
件

使
員
に
よ
る
密
輸
事
件

　
来
日
す
る
使
節
一
行
で
正
使
た
ち
を
悩
ま
せ
た
の
は

　
来
日
す
る
使
節
一
行
で
正
使
た
ち
を
悩
ま
せ
た
の
は
、

使
員
に
よ
る
密
輸
で
し
た

使
員
に
よ
る
密
輸
で
し
た
。
佐
須
奈
に
停
泊
中
の
こ
と

佐
須
奈
に
停
泊
中
の
こ
と
、

「
十
余
斤

「
十
余
斤
（
一
斤
は
六
百
グ
ラ
ム
）

一
斤
は
六
百
グ
ラ
ム
）人
参
を
薬
箱
に
混
ぜ
て

人
参
を
薬
箱
に
混
ぜ
て

隠
し
て
お
り
」

隠
し
て
お
り
」「
合
わ
せ
て
三
十
余
斤
の
人
参
を

「
合
わ
せ
て
三
十
余
斤
の
人
参
を
、
使
行
の

使
行
の

衣
装
籠
の
中
に
隠
し
て
」

衣
装
籠
の
中
に
隠
し
て
」「
そ
の
罪
の
軽
重
に
従
っ
て
厳
に

「
そ
の
罪
の
軽
重
に
従
っ
て
厳
に

罰
を
与
え

罰
を
与
え
、
品
物
を
全
て
没
収
」

品
物
を
全
て
没
収
」「
海
中
に
投
げ
捨
て
た
物

「
海
中
に
投
げ
捨
て
た
物

も
ま
た
多
い
」

も
ま
た
多
い
」「
水
夫
が
持
っ
て
い
た
磁
器
を
皆
粉
砕
し
た

「
水
夫
が
持
っ
て
い
た
磁
器
を
皆
粉
砕
し
た
。

朱
紗
数
十
匹

朱
紗
数
十
匹（
一
匹
は
二
反
）

（
一
匹
は
二
反
）も
没
収
し
た
」

も
没
収
し
た
」、
等
と
、

等
と
、使
行
使
行

記「
東
槎
日
録
」

「
東
槎
日
録
」「
東
槎
録
」

「
東
槎
録
」は
記
録
し
て
い
ま
す
。

は
記
録
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　

　
使
員
に
は
出
発
前
に
王
府
か
ら
厳
し
く
注
意
さ
れ
て
い

　
使
員
に
は
出
発
前
に
王
府
か
ら
厳
し
く
注
意
さ
れ
て
い

た
の
で
す
が
、

た
の
で
す
が
、密
輸
は
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

密
輸
は
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。彼
等
は
行
程

彼
等
は
行
程

の
途
次
、

の
途
次
、日
本
で
密
売
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
す

日
本
で
密
売
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
す
。

　
通
信
使
も
う
一
つ
の
使
命

通
信
使
も
う
一
つ
の
使
命�

　
今
次
の
来
日
で
三
使
臣
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
任
務
が
あ

　
今
次
の
来
日
で
三
使
臣
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
任
務
が
あ

と
一
つ
あ
り
ま
し
た
。

と
一
つ
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
は
対
馬
藩
と
の
交
渉
で
し
た

そ
れ
は
対
馬
藩
と
の
交
渉
で
し
た
。

か
ね
て
対
馬
藩
の
念
願
で
あ
っ
た
新
倭
館
は

か
ね
て
対
馬
藩
の
念
願
で
あ
っ
た
新
倭
館
は
、
釜
、
釜
山
草
梁

山
草
梁

に
延
宝
六

に
延
宝
六（
一
六
七
八
）

（
一
六
七
八
）年
に
完
成
し
ま
し
た
が

年
に
完
成
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

そ
の
後

朝
鮮
側
に
対
し
て
対
馬
藩
の
強
圧
的
な
姿
勢
が
増
大
し
て

朝
鮮
側
に
対
し
て
対
馬
藩
の
強
圧
的
な
姿
勢
が
増
大
し
て

行
き
ま
し
た
。

行
き
ま
し
た
。そ
れ
と
、

そ
れ
と
、か
ね
て
朝
鮮
と
交
わ
し
た
約
条
の

か
ね
て
朝
鮮
と
交
わ
し
た
約
条
の

内
容
を
越
え
た
貿
易
の
取
引
量
や
回
数
を

内
容
を
越
え
た
貿
易
の
取
引
量
や
回
数
を
、
対
馬
藩
が
一

対
馬
藩
が
一

方
的
に
増
加
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
す

方
的
に
増
加
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、帰
路
府
中
で
討
議
が
な
さ
れ
、

帰
路
府
中
で
討
議
が
な
さ
れ
、館

中
の
対
馬
人
の
規
律

中
の
対
馬
人
の
規
律（
館
中
七
ケ
条
）

（
館
中
七
ケ
条
）の
厳
守
、

の
厳
守
、貿
易
量

貿
易
量
・
回

数
の
違
反
を
し
な
い
こ
と
等
が
申
し
合
わ
さ
れ
ま
し
た

数
の
違
反
を
し
な
い
こ
と
等
が
申
し
合
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
浦
湾
の
眺
望

大
浦
湾
の
眺
望�

　
佐
須
奈
に
着
い
た
一
行
は

　
佐
須
奈
に
着
い
た
一
行
は
、
六
月
二
十
一
日
鰐
浦
に
向

六
月
二
十
一
日
鰐
浦
に
向

か
い
ま
し
た
が
、

か
い
ま
し
た
が
、逆
風
で
進
め
ず
、

逆
風
で
進
め
ず
、大
浦
湾
に
入
り
ま
し
た

大
浦
湾
に
入
り
ま
し
た
。

大
浦
湾
で
の
様
子
を

大
浦
湾
で
の
様
子
を「
東
槎
日
録
」

「
東
槎
日
録
」は
、
は
、「
浦
口
の
広
さ
は
数

「
浦
口
の
広
さ
は
数

十
丈
に
も
な
り
、

十
丈
に
も
な
り
、左
右
に
山
の
峰
が
取
り
巻
い
て
お
り
、

左
右
に
山
の
峰
が
取
り
巻
い
て
お
り
、島

や
洲
が
取
り
囲
ま
れ
て
風
が
微
か
で
、

や
洲
が
取
り
囲
ま
れ
て
風
が
微
か
で
、波
も
静
か
で
あ
る

波
も
静
か
で
あ
る
。

船
を
停
泊
さ
せ
て
置
く
の
に
適
し
た
と
こ
ろ
」

船
を
停
泊
さ
せ
て
置
く
の
に
適
し
た
と
こ
ろ
」と
延
べ
、

と
延
べ
、さ

ら
に
二
十
二
日

ら
に
二
十
二
日
、「
午
後
に
一
行
中
の
某
々
が
、

「
午
後
に
一
行
中
の
某
々
が
、音
楽
を
奏

音
楽
を
奏

す
る
人
た
ち
と
一
緒
に
其
れ
其
れ
小
さ
な
倭
船
に
乗
っ
て

す
る
人
た
ち
と
一
緒
に
其
れ
其
れ
小
さ
な
倭
船
に
乗
っ
て
、

海
の
口
に
出
て
行
き
倭
人
た
ち
が
鰒
を
採
る
の
を
見
学
し

海
の
口
に
出
て
行
き
倭
人
た
ち
が
鰒
を
採
る
の
を
見
学
し

た
。
た
。海
岸
の
巨
石
は
削
ら
れ
た
よ
う
に
立
っ
て
い
て
、

海
岸
の
巨
石
は
削
ら
れ
た
よ
う
に
立
っ
て
い
て
、そ
の
そ
の

高
さ
は
数
十
丈
に
も
な
る

高
さ
は
数
十
丈
に
も
な
る
。
波
濤
が
そ
の
根
底
を
打
っ
て

波
濤
が
そ
の
根
底
を
打
っ
て

た
く
さ
ん
の
穴
を
開
け
て
い
た

た
く
さ
ん
の
穴
を
開
け
て
い
た
。
そ
の
穴
か
ら
水
を
飲
ん

そ
の
穴
か
ら
水
を
飲
ん

だ
り
吐
い
た
り
し
て

だ
り
吐
い
た
り
し
て
、
そ
の
音
は
恰
も
鐘
の
音
の
よ
う
に

そ
の
音
は
恰
も
鐘
の
音
の
よ
う
に

朗
々
と
し
て
愛
す
べ
き
で
あ
る

朗
々
と
し
て
愛
す
べ
き
で
あ
る
。
船
を
止
め
て
着
物
を
絡

船
を
止
め
て
着
物
を
絡

げ
て
上
が
り

げ
て
上
が
り
、
左
右
を
眺
め
る
と
海
も
天
も
果
て
し
な
く

左
右
を
眺
め
る
と
海
も
天
も
果
て
し
な
く
、

瓢
瓢
然
と
し
て
恰
も
神
山
が
風
に
乗
っ
た
よ
う
な
気
が
し

瓢
瓢
然
と
し
て
恰
も
神
山
が
風
に
乗
っ
た
よ
う
な
気
が
し

た
」
た
」と
、
と
、雄
渾
な
上
対
馬
の
自
然
の
中
で

雄
渾
な
上
対
馬
の
自
然
の
中
で
、
気
宇
壮
大
な
気

気
宇
壮
大
な
気

分
に
な
っ
た
こ
と
を
描
い
て
い
ま
す

分
に
な
っ
た
こ
と
を
描
い
て
い
ま
す
。

（
さ
い
と
う
ひ
ろ
ゆ
き

（
さ
い
と
う
ひ
ろ
ゆ
き
・
対
馬
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

対
馬
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

『
第
七
回
・
天
和
二
年（
一
六
八
二
）通
信
使
』�

斎
藤
弘
征�

朝
鮮
通
信
使
の
来
日
（
7
）�
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五
代
将
軍
綱
吉�

　
将
軍
家
綱
が
亡
く
な
り
そ
の
跡
を
継
ぎ
第
五
代
将
軍
と

な
っ
た
の
は
弟
綱
吉
で
し
た
。
そ
の
治
世
は「
天
和
の
治
」

と
称
さ
れ
、
将
軍
権
力
の
強
化
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
綱
吉

は
学
問
好
き
だ
が
毀
誉
褒
貶
の
甚
だ
し
い
人
物
で
し
た
。

「
生
類
憐
み
の
令
」
を
出
し
、
戌
年
生
ま
れ
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
極
端
に
犬
を
愛
護
し
て
、
「
犬
公
方
」
と
呼
ば
れ

た
の
は
有
名
で
す
（
対
馬
藩
の
猪
退
治
は
、
こ
の
「
生
類

憐
れ
み
の
令
」
の
最
中
に
行
わ
れ
ま
し
た
）
。

　
来
日
の
目
的
と
背
景

　
綱
吉
が
将
軍
に
就
い
た
こ
ろ
、
国
内
的
に
は
各
地
の
大

名
も
定
着
し
、
幕
藩
体
制
の
確
立
期
で
し
た
。
制
約
は
あ

り
な
が
ら
も
、オ
ラ
ン
ダ
・
中
国
貿
易
は
盛
ん
で
、
幕
府
は

長
崎
入
港
の
オ
ラ
ン
ダ
船
・
中
国
船
の
船
長
に
対
し
て「
風

説
書
」の
提
出
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
、海
外
の
情
報
も
入

手
し
、鎖
国
体
制
の
整
備
に
努
め
ま
し
た
。

　
朝
鮮
は
こ
の
時
期「
援
明
抗
清
」は
絶
望
的
と
な
り
、
新

し
く
興
っ
た
清
国
へ
の
朝
貢
体
制（
外
国
に
貢
物
を
す
る
）

に
従
わ
ざ
る
を
得
ず
、「
人
心
淘
懼
」（
恐
れ
る
）の
状
態
に

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
南
方
日
本
と
の
平
和
提
携
は
、

国
家
存
立
の
た
め
必
要
で
し
た
。

　
家
綱
の
逝
去
か
ら
三
ヶ
月
余
り
、
綱
吉
が
将
軍
に
就
く

と
翌
年
（
天
和
元
・
一
六
八
一
）七
月
、
幕
府
の
指
示
を
受

け
た
対
馬
藩
に
よ
り
「
将
軍
襲
職
祝
賀
」
の
通
信
使
来
聘

の
要
請
が
朝
鮮
府
に
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
朝
鮮

府
で
は
、
日
本
に
お
け
る
将
軍
襲
職
に
際
し
通
信
使
を
派

遣
す
る
こ
と
は
、「
対
等
抗
礼
」と
い
う
善
隣
外
交
の
基
本

原
則
に
よ
り
恒
例
で
と
り
わ
け
論
争
も
無
く
、
九
月
に
は

派
遣
決
定
の
承
諾
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
朝
鮮
府
と
し
て
は

将
軍
襲
職
祝
賀
・
日
本
国
情
観
察
と
は
別
に
、日
本
に
赴
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
大
な
交
渉
課
題
が
、
他
に
生
じ
て

い
た
の
で
し
た
。

　
文
化
の
交
流

　
朝
鮮
通
信
使
は
、
そ
の
華
や
か
で
異
国
情
緒
に
満
ち
た

行
列
で
有
名
で
す
が
、
通
過
す
る
各
地
で
文
化
の
交
流
に

も
追
わ
れ
ま
し
た
。
異
文
化
を
求
め
る
現
地
の
儒
者
や
文

人
、医
者
等
の
来
訪
は
引
き
も
切
ら
ず
、盛
ん
な
漢
詩
文
、

学
術
・
芸
術
の
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
使
行
記
「
東
槎

日
録
」（
金
指
南
著
）
に
は
そ
の
様
子
が
、「
路
次
で
も
求

詩
・
求
墨
の
請
が
多
く
て
堪
え
ら
れ
ず
、
禁
じ
ら
れ
て
も

そ
の
国
の
執
政（
重
臣
た
ち
）が
、
藩
の
儒
者
や
好
学
の
輩

を
連
れ
て
来
て
、
紙
を
張
り
硯
を
す
っ
て
求
め
る
」
と
、

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
朝
鮮
文
化
へ
の
関
心
の

高
さ
を
示
す
も
の
で
し
た
。

　
出
現
し
た
聘
礼
の
問
題

　
朝
鮮
国
書
の
伝
達
は
、
八
月
二
十
七
日
に
江
戸
城
で
行

わ
れ
ま
し
た
が
、問
題
を
残
す
も
の
と
な
り
ま
し
た
。そ
れ

は
徳
川
政
権
の
政
治
的
安
定
性
か
ら
く
る
尊
大
感
と
自
信

が
、
使
臣
一
行
に
不
遜
な
対
応
と
し
て
現
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
朝
鮮
側
か
ら
は
書
契（
外
交
文
書
）が
対
等
で
な

い
こ
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
将
軍
は
天

皇
の
臣
下（
従
一
位
の
人
臣
）で
あ
り
、
こ
れ
と
朝
鮮
国
王

が
対
等
礼
を
交
換
す
る
の
は
不
義
、と
い
う
の
で
す
。こ
れ

ら
が
将
来
へ
の
課
題
と
し
て
残
る
聘
礼
で
し
た
。

　
今
回
は
綱
吉
の
「
隣
国
使
臣
の
祖
廟
へ
の
参
詣
は
事
理

に
お
い
て
不
当
」と
す
る
意
向
も
あ
り
、日
光
参
詣
は
行
わ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
使
員
に
よ
る
密
輸
事
件

　
来
日
す
る
使
節
一
行
で
正
使
た
ち
を
悩
ま
せ
た
の
は
、

使
員
に
よ
る
密
輸
で
し
た
。
佐
須
奈
に
停
泊
中
の
こ
と
、

「
十
余
斤
（
一
斤
は
六
百
グ
ラ
ム
）人
参
を
薬
箱
に
混
ぜ
て

隠
し
て
お
り
」「
合
わ
せ
て
三
十
余
斤
の
人
参
を
、
使
行
の

衣
装
籠
の
中
に
隠
し
て
」「
そ
の
罪
の
軽
重
に
従
っ
て
厳
に

罰
を
与
え
、
品
物
を
全
て
没
収
」「
海
中
に
投
げ
捨
て
た
物

も
ま
た
多
い
」「
水
夫
が
持
っ
て
い
た
磁
器
を
皆
粉
砕
し
た
。

朱
紗
数
十
匹（
一
匹
は
二
反
）も
没
収
し
た
」、
等
と
、使
行

記「
東
槎
日
録
」「
東
槎
録
」は
記
録
し
て
い
ま
す
。　
　

　
使
員
に
は
出
発
前
に
王
府
か
ら
厳
し
く
注
意
さ
れ
て
い

た
の
で
す
が
、密
輸
は
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。彼
等
は
行
程

の
途
次
、日
本
で
密
売
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
す
。

　
通
信
使
も
う
一
つ
の
使
命�

　
今
次
の
来
日
で
三
使
臣
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
任
務
が
あ

と
一
つ
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
は
対
馬
藩
と
の
交
渉
で
し
た
。

か
ね
て
対
馬
藩
の
念
願
で
あ
っ
た
新
倭
館
は
、
釜
山
草
梁

に
延
宝
六（
一
六
七
八
）年
に
完
成
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

朝
鮮
側
に
対
し
て
対
馬
藩
の
強
圧
的
な
姿
勢
が
増
大
し
て

行
き
ま
し
た
。そ
れ
と
、か
ね
て
朝
鮮
と
交
わ
し
た
約
条
の

内
容
を
越
え
た
貿
易
の
取
引
量
や
回
数
を
、
対
馬
藩
が
一

方
的
に
増
加
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、帰
路
府
中
で
討
議
が
な
さ
れ
、館

中
の
対
馬
人
の
規
律（
館
中
七
ケ
条
）の
厳
守
、貿
易
量
・
回

数
の
違
反
を
し
な
い
こ
と
等
が
申
し
合
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
浦
湾
の
眺
望�

　
佐
須
奈
に
着
い
た
一
行
は
、
六
月
二
十
一
日
鰐
浦
に
向

か
い
ま
し
た
が
、逆
風
で
進
め
ず
、大
浦
湾
に
入
り
ま
し
た
。

大
浦
湾
で
の
様
子
を「
東
槎
日
録
」は
、「
浦
口
の
広
さ
は
数

十
丈
に
も
な
り
、左
右
に
山
の
峰
が
取
り
巻
い
て
お
り
、島

や
洲
が
取
り
囲
ま
れ
て
風
が
微
か
で
、波
も
静
か
で
あ
る
。

船
を
停
泊
さ
せ
て
置
く
の
に
適
し
た
と
こ
ろ
」と
延
べ
、さ

ら
に
二
十
二
日
、「
午
後
に
一
行
中
の
某
々
が
、音
楽
を
奏

す
る
人
た
ち
と
一
緒
に
其
れ
其
れ
小
さ
な
倭
船
に
乗
っ
て
、

海
の
口
に
出
て
行
き
倭
人
た
ち
が
鰒
を
採
る
の
を
見
学
し

た
。海
岸
の
巨
石
は
削
ら
れ
た
よ
う
に
立
っ
て
い
て
、そ
の

高
さ
は
数
十
丈
に
も
な
る
。
波
濤
が
そ
の
根
底
を
打
っ
て

た
く
さ
ん
の
穴
を
開
け
て
い
た
。
そ
の
穴
か
ら
水
を
飲
ん

だ
り
吐
い
た
り
し
て
、
そ
の
音
は
恰
も
鐘
の
音
の
よ
う
に

朗
々
と
し
て
愛
す
べ
き
で
あ
る
。
船
を
止
め
て
着
物
を
絡

げ
て
上
が
り
、
左
右
を
眺
め
る
と
海
も
天
も
果
て
し
な
く
、

瓢
瓢
然
と
し
て
恰
も
神
山
が
風
に
乗
っ
た
よ
う
な
気
が
し

た
」と
、雄
渾
な
上
対
馬
の
自
然
の
中
で
、
気
宇
壮
大
な
気

分
に
な
っ
た
こ
と
を
描
い
て
い
ま
す
。

（
さ
い
と
う
ひ
ろ
ゆ
き
・
対
馬
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）
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広報つしま13

1 みんなで叶えた大きな「夢」�
�

負けるな東北!　とんちゃんパワーで�
元気になって!!

�

１回戦３-２対有川ブルーサンダース（上五島）
２回戦４-０対川原少年ソフトボールクラブ（五島）
準決勝２-１対西有家少年クラブ（島原半島）
決　勝７-０対滑石少年（長崎）　

　7月2・3日、川棚町で開催された「第29回九州小学生ソフトボール長崎県大会」で、乙宮
フレンズ（原田武茂監督）が初優勝を飾りました。
　乙宮フレンズは5月に行われた対馬市予選で初優勝。勢いそのままに県内の強豪チームを
次々と撃破しました。
　また8月6～8日、宮崎市で開催された九州大会でも見事3位に入賞し、大舞台でも「対馬
ヂカラ」を発揮しました。
　乙宮フレンズの母体となる乙宮小学校（白濱政彦校長）は全校児童46名。島の小さな学
校が大きな「夢」を叶えました。

　7月30・31日、対馬とんちゃん部隊（齋藤豪隊長）が東日本大震災の被災者の方々に「と
んちゃん」を提供しました。
　「対馬の皆さんの思いを一枚一枚の“とんちゃん”に込めて、被災地の皆さんに届けて
きます」と出発式で齋藤隊長が決意表明したとおり、隊員たちは奮闘。
　隊員たちと「対馬」の思いがこもった「とんちゃん」を口にした被災者の方々からは笑
顔がこぼれていました。

県大会の戦績�

※18ページ「こうほうショッキング」にも関連記事を掲載しています。�
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〜
対
馬
易
地
聘
礼
２
０
０
周
年
記
念
事
業
〜�

　
文
化
８
（
１
８
１
１
）
年
、
第
12
回
朝
鮮

通
信
使
の
聘
礼
式
が
対
馬
で
行
わ
れ
て
か
ら

今
年
で
２
０
０
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
、

朝
鮮
通
信
使
の
意
義
と
対
馬
藩
が
果
た
し
た

役
割
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。�

■
日
時�

　
９
月
８
日（
木
）か
ら
毎
週
木
曜
日�

　
19
時
30
分
〜
21
時
30
分
（
５
回
程
度
）�

■
対
象
　
一
般
成
人�

■
場
所
　
上
対
馬
総
合
セ
ン
タ
ー�

■
参
加
費
　
無
料�

■
申
込
期
限
　
８
月
31
日（
水
）　
17
時
ま
で�

【
問
い
合
わ
せ
】（
申
込
先
）�

　
上
対
馬
観
光
物
産
事
務
所�

　
☎
０
９
２
０（
８
６
）４
８
３
９�

������

���

２
０
１
１
朝
鮮
通
信
使
ゆ
か
り
の
ま
ち�

　
　
　
全
国
交
流
会
対
馬
大
会
関
連
事
業�

■
作
品
テ
ー
マ�

　
朝
鮮
通
信
使
、
対
馬
の
歴
史
・
史
跡
を
題

　
材
に
し
た
風
景
画
等�

■
部
門�

　〈
絵
画
〉中
学
校
の
部
、
高
校
生
の
部
、�

　
　
　
　
一
般
の
部
の
３
部
門�

　
　
　
　
油
絵
（
６
号
以
上
）�

　
　
　
　
水
彩
画
（
四
つ
切
り
以
上
）�

■
表
彰
と
賞
品�

　
２
０
１
１
朝
鮮
通
信
使
ゆ
か
り
の
ま
ち
全

国
交
流
会
対
馬
大
会
時
に
表
彰
し
ま
す
。�

　
○
最
優
秀
賞
（
１
名
）
賞
状
及
び
副
賞�

　
　
　
（
１
０
、
０
０
０
円
分
の
図
書
券
）�

　
○
優
秀
賞
（
３
名
）
賞
状
及
び
副
賞�

　
　
　
　
（
３
、
０
０
０
円
分
の
図
書
券
）�

　
○
応
募
者
全
員
に
記
念
品�

■
展
示
会
場�

　
対
馬
交
流
セ
ン
タ
ー
４
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー�

■
募
集
期
間�

　
８
月
１
日（
月
）〜
９
月
30
日（
金
）�

■
展
示
期
間�

　
11
月
１
日（
火
）〜
11
月
21
日（
月
）�

■
応
募
方
法�

　
郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。�

　（
郵
送
料
等
は
各
自
で
ご
負
担
く
だ
さ
い
）�

【
問
い
合
わ
せ
】（
応
募
先
）�

　
〒
８
１
７
‐
８
５
１
０�

　
対
馬
市
厳
原
町
国
分
１
４
４
１�

　
観
光
物
産
推
進
本
部
内�

　
２
０
１
１
朝
鮮
通
信
使
ゆ
か
り
の
ま
ち�

　
全
国
交
流
会
対
馬
大
会
実
行
委
員
会�

　
☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

����

韓
国
語
入
門
（
こ
ん
ど
こ
そ
韓
国
語
！
）�

■
日
時�

　
10
月
18
日（
火
）・
20
日（
木
）・
25
日（
火
）

　
11
月
１
日（
火
）・
４
日（
金
）・
８
日（
火
）�

　
19
時
〜
21
時
（
計
６
回
）�

■
場
所
　
対
馬
高
校
　
商
事
実
習
室�

■
対
象�

　
初
心
者（
初
め
て
の
方
）、
な
る
べ
く
全
６

　
回
出
席
可
能
な
方�

■
定
員
　
20
名�

■
受
講
料
　
無
料�

　（
筆
記
用
具
と
ノ
ー
ト
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
）�

■
申
込
期
限
　
９
月
30
日（
金
）�

【
問
い
合
わ
せ
】（
申
込
先
）�

　
厳
原
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
（
厳
原
地
区
公
民
館
）�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
３
６
３�

������

■
日
時�

　
毎
月
第
１
金
曜
日
　
13
時
30
分
〜
16
時�

■
場
所
　
対
馬
保
健
所�

■
内
容
（
６
回
コ
ー
ス
）�

　
①
９
月
２
日（
金
）�

　
　
ひ
き
こ
も
り
の
基
礎
知
識�

　
②
10
月
７
日（
金
）�

　
　
ひ
き
こ
も
り
に
伴
う
症
状（
精
神
科
医
師
）�

　
③
11
月
４
日（
金
）�

　
　
家
族
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）�

　
④
12
月
２
日（
金
）�

　
　
解
決
へ
の
ス
テ
ッ
プ（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）�

　
⑤
１
月
６
日（
金
）�

　
　
家
族
の
体
験
発
表�

　
⑥
２
月
３
日（
金
）�

　
　
当
事
者
の
体
験
発
表
及
び
地
域
の
社
会
資
源�

I
n
f
o
r
m
a
t
io
n

f
r
o
m
T
S
U
S
H
I
M
A
C
I
T
Y

▼
▼
▼
対
馬
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
、募
集
な
ど
の
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。（
詳
し
く
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）�

142011. 8

朝
鮮
通
信
使�

　
　絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
展
作
品�

募
　
　
集�

県
立
高
校
地
域
開
放
講
座�

朝
鮮
通
信
使
講
座�

　
　
　
　
　
（
上
対
馬
会
場
）�

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室�

イ
ベ
ン
ト
・
講
習
会�

え
き 

ち 

へ
い
れ
い�



■
講
師�

　
長
崎
県
こ
ど
も
・
女
性
・
障
害
者
支
援
セ

　
ン
タ
ー
職
員
、
精
神
科
医
師
、
保
健
所
職

　
員
等�

■
参
加
費
　
無
料�

■
申
込
方
法
　�

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ま
ず
は
電
話

　
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

■
申
込
期
限
　
８
月
26
日（
金
）�

【
問
い
合
わ
せ
】（
申
込
先
）�

　
対
馬
保
健
所�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
１
６
６�

���

■
日
時�

　
９
月
３
日（
土
）　
14
時
〜
16
時�

■
場
所�

　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

■
主
催�

　
対
馬
市
医
師
会
・
対
馬
保
健
所
・�

　
対
馬
市
消
防
本
部�

■
協
力�

　
対
馬
い
づ
は
ら
病
院
・
中
対
馬
病
院
・�

　
上
対
馬
病
院�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
対
馬
保
健
所�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
１
６
６�

�����

■
日
時�

　
９
月
24
日（
土
）　
13
時
〜
16
時
30
分�

■
場
所�

　
清
水
が
丘
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
厳
原
体
育
館�

■
内
容�

　
対
州
馬
曳
き
馬
体
験�

　
（
清
水
が
丘
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
雨
天
中
止
）�

　
小
動
物
と
の
触
れ
あ
い
体
験
、
ス
タ
ン
プ

　
ラ
リ
ー
、
動
物
愛
護
ポ
ス
タ
ー
展
な
ど�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
厳
原
体
育
館
）�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
対
馬
野
生
生
物
保
護
セ
ン
タ
ー
（
山
本
）�

　
☎
０
９
２
０（
８
５
）５
５
７
７�

���
第
３
級
海
上
特
殊
無
線
技
士�

■
日
時
　
10
月
16
日（
日
）�

■
場
所
　
対
馬
市
豊
玉
町
（
予
定
）�

■
講
習
時
間
　
６
時
間（
終
了
試
験
を
含
み
１
日
間
）�

■
操
作
で
き
る
無
線
設
備�

　（
１
）船
舶
局
の
無
線
設
備
で
空
中
線
電
力

　
　
　
５
ワ
ッ
ト
以
下
で
25
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
の

　
　
　
設
備�

　（
２
）船
舶
局
の
空
中
線
電
力
５
キ
ロ
ワ
ッ

　
　
　
ト
以
下
の
レ
ー
ダ
ー
の
操
作�

第
２
級
海
上
特
殊
無
線
技
士�

■
日
時
　
11
月
11
日（
金
）〜
13
日（
日
）�

■
場
所
　
対
馬
市
豊
玉
町
（
予
定
）�

■
講
習
時
間
　
15
時
間（
終
了
試
験
を
含
み
３
日
間
）�

■
操
作
で
き
る
無
線
設
備�

　（
１
）船
舶
局
ま
た
は
海
岸
局
の
無
線
設
備

　
　
　
で
次
に
揚
げ
る
も
の
の
操
作
　�

　
　
イ
、
空
中
線
電
力
10
ワ
ッ
ト
以
下
の
中

　
　
　
短
波
船
舶
局
の
設
備�

　
　
ロ
、
空
中
線
電
力
50
ワ
ッ
ト
以
下
の
25

　
　
　
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
（
超
短
波
）
の
設
備�

　（
２
）船
舶
局
ま
た
は
海
岸
局
に
設
備
さ
れ

　
　
　
た
レ
ー
ダ
ー
の
操
作
（
出
力
の
制
限

　
　
　
な
し
）�

【
問
い
合
わ
せ
】（
申
込
先
）�

　
対
馬
無
線
漁
業
協
同
組
合�

　
☎
０
９
２
０（
５
５
）０
８
７
８�

�����

　
見
え
な
い
・
見
え
に
く
い
た
め
、
学
習
や

仕
事
、
日
常
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
を
対
象

に
学
校
相
談
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。�

■
日
時�

　
９
月
15
日（
木
）　
９
時
15
分
〜
12
時
35
分�

■
場
所
　
長
崎
県
立
盲
学
校�

■
対
象�

　
幼
・
小
学
生
、
中
学
生
及
び
そ
の
保
護
者

　
等
（
関
係
者
を
含
む
）
、
学
校
関
係
者
、

　
一
般
の
方�

■
内
容�

　
①
授
業
参
観
　
②
施
設
・
設
備
見
学�

　
③
教
育
内
容
説
明�

※
午
後
か
ら
教
育
相
談
を
行
い
ま
す
。
ご
希

　
望
の
方
は
参
加
希
望
の
際
に
お
申
し
出
く

　
だ
さ
い
。�

■
申
込
期
限
　
９
月
８
日（
木
）�

※
参
加
申
込
は
、
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

　
ル
で
お
願
い
し
ま
す
。�

【
問
い
合
わ
せ
】（
申
込
先
）�

　
長
崎
県
立
盲
学
校�

　
☎
０
９
５（
８
８
２
）０
０
２
０�

　
℻
０
９
５（
８
８
２
）０
０
２
１�

　
Ｅ
メ
ー
ル
　kyoutou@

nagasaki-sb.ed.jp

���

　
対
馬
と
本
土
を
結
ぶ
空
の
翼
オ
リ
エ
ン
タ

ル
エ
ア
ブ
リ
ッ
ジ
10
周
年
を
記
念
し
、
Ｏ
Ｍ

Ｕ
Ｒ
Ａ
室
内
合
奏
団
の
楽
し
い
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
を
お
届
け
し
ま
す
。�

■
日
時
・
場
所�

　
９
月
18
日（
日
）　
14
時
開
演�

　
上
対
馬
総
合
セ
ン
タ
ー�

　
９
月
19
日（
月
・
祝
）　
16
時
開
演�

　
対
馬
空
港
ロ
ビ
ー�

　
※
入
場
無
料�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
な
が
さ
き
音
楽
祭
事
務
局�

　
☎
０
９
５（
８
２
９
）２
８
８
３�

�������

　
九
州
運
輸
局
と
福
岡
地
区
船
員
労
働
安
全

衛
生
協
議
会
で
は
、
船
員
労
働
安
全
衛
生
月

間
中
、
船
員
災
害
防
止
の
推
進
の
た
め
、
停

泊
中
の
船
舶
を
訪
船
し
、
安
全
衛
生
指
導
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

　
船
舶
所
有
者
並
び
に
船
員
の
皆
様
も
、
本

月
間
中
は
緑
十
字
旗
を
掲
げ
て
、
船
内
の
安

全
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
九
州
運
輸
局
海
上
安
全
環
境
部�

　
船
員
労
働
環
境
課�

　
☎
０
９
２
０（
４
７
２
）３
１
７
５�

15 広報つしま

動
物
愛
護
週
間
イ
ベ
ン
ト�

「
わ
ん
に
ゃ
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」�

９
月
は「
船
員
労
働
安
全�

　
　
　
　
　
衛
生
月
間
」で
す�

対
馬
救
急
医
療
研
究
会�
無
線
従
事
者
育
成
講
習
会�

お
し
ら
せ�

視
覚
に
障
害
が
あ
る
方
の�

　
　
　
　
　
　

学
校
相
談
会�

な
が
さ
き
音
楽
祭
２
０
１
１�

　し
ま
の
夢
飛
行
コ
ン
サ
ー
ト�
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　事業場の最も低い時間給を、計画的に800円以上に引き
上げる中小企業に対して、賃金引き上げのための業務改善
を支援します！�

　最低賃金の引き上げにより大きな影響を受ける中小企業
の経営面と労働面の相談について対応する無料の相談窓口
「長崎県最低賃金総合相談支援センター」を設置しました。�

長崎労働局　労働基準部　賃金室�
☎095（801）0033�
http://nagasaki-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

問い合わせ�

長崎県社会保険労務士会　☎095（821）4454�
http://www.sr-nagasaki.or.jp/

問い合わせ�

長崎労働局からのお知らせ�

その車あなたの免許で運転できますか？�その車あなたの免許で運転できますか？�その車あなたの免許で運転できますか？�
　改正前の普通免許または大型免
許を受けている人は、改正後も同
じ範囲の自動車を運転することが
できます。�
　たとえば、改正前に普通免許を
持っていた人は、車両総重量8ト
ン未満、最大積載量5トン未満の
中型自動車を運転することができ
ます。�
　しかし、中型免許の上限となる
車両総重量11トン未満の車両を
運転するためには、公安委員会が
行う限定解除の審査を受けなけれ
ばなりません。�

対馬南警察署�
☎0920（52）0110�

対馬北警察署�
☎0920（84）2110

問い合わせ�

車両総重量�

最大積載量�

乗 車 定 員�

5トン未満�

3トン未満�

10人以下�

5トン以上11トン未満�

3トン以上6.5トン未満�

11人以上29人以下�

11トン以上�

6.5トン以上�

30人以上�

新  設�

普通免許�
（18歳以上）� （20歳以上、免許期間2年以上）�

中型免許� 大型免許�
21歳以上�

免許期間3年以上�（　　　）�

※第二種免許は、普通、中型、大型とも、21歳以上、免許期間3年以上となります。�

改
正
後�

車両総重量�

最大積載量�

乗 車 定 員�

11トン以上�

6.5トン以上�

30人以上�

普通免許�
（18歳以上）� （20歳以上、免許期間2年以上）�

大 型 免 許 �

改
正
前�

特に大きな車両�
（21歳以上、免許期間3年以上）�

8トン未満�

5トン未満�

11人未満�

8トン以上�

5トン以上�

11人以上�

長崎県警からのお知らせ�

ありあけ会館　☎0920（52）8161問い合わせ�

　ありあけ会館は、平成23年4月から厳原町白子地区が指定管理者
として運営しています。トレーニングルームに、新しくトレッドミ
ル・エアロバイクを購入するなど利用者の皆様に喜んでいただける
よう施設の充実を図りました。�

　その他、多目的ホール・会議室・教養文化室（和室）・生活実習
室（調理室）・談話室もご利用できます。�

利用時間�9：00～21：30

利 用 料 �2時間　200円�
（お得な回数券もあります）�

トレーニングルーム�

ありあけ会館からのお知らせ�

全国一斉「高齢者・障害者の人権�
あんしん相談」強化週間�

☎0570（003）110
障害のある人に対する不当な�
扱い、高齢者への虐待など、�
一人で悩まずご相談ください。�人権イメージキャラクター�

人KENまもる君・人KENあゆみちゃん�

長 崎 地 方 法 務 局�
長崎県人権擁護委員連合会�

８時30分から19時まで�
ただし、土曜日・日曜日は10時から17時まで�

9月5日（月）から11日（日）まで�



宮崎県綾町�

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ  

文
化
財
の
紹
介

文
化
財
の
紹
介�

シ
リ
ー
ズ  

文
化
財
の
紹
介�

対
馬
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課�

　
☎
0
9
2
0（
5
4
）2
3
4
1

　　
み
な
さ
ん
は「
M
A
B（
マ
ブ
）」

と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
？
お
そ
ら
く
ほ
と
ん

ど
の
方
が
初
め
て
聞
く
言
葉
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
はM

a
n

a
n

d

B
io

sp
h

e
re

の
頭
文
字
を
取
っ
た

も
の
で
、
日
本
語
で
「
人
間
と
生

物
圏
」と
い
う
意
味
で
す
。M
A
B

計
画
は
世
界
遺
産
と
な
ら
ん
で
ユ

ネ
ス
コ
（
国
連
教
育
科
学
文
化
機

関
＝
U
N
E
S
C
O
）
が
積
極
的

に
推
し
進
め
て
い
る
取
り
組
み
で
、

１
９
７
１
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

「
人
類
の
よ
り
よ
い
生
存
の
た
め

の
生
態
系
の
保
全
と
自
然
資
源
の

持
続
可
能
な
利
用
の
促
進
、
こ
れ

ら
に
関
す
る
研
究
と
教
育
の
推
進
」

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
日
本
名
で
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
付
け
ら
れ
た

「
生
物
圏
保
存
地
域
＝B

R

／

B
io

sp
h

ere
R

eserv
e

」
を
設
定

し
、
人
間
と
自
然
の
共
生
を
目
指

し
ま
す
。
こ
の
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ

ー
ク
に
は
３
つ
の
機
能
が
あ
り
ま

す
。
一
点
目
が
「
生
物
多
様
性
、

エ
コ
シ
ス
テ
ム
、
生
物
種
な
ど
の

保
護
保
存
」
。
二
点
目
が
「
人
間

の
福
祉
の
向
上
」。
三
点
目
が「
学

術
研
究
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、教
育
･

研
修
の
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

で
す
。
こ
れ
ら
を
達
成
す
る
た
め

に
「
核
心
地
域
」
「
緩
衝
地
帯
」

「
移
行
地
域
」
を
設
定
し
、
調
査

研
究
・
教
育
・
経
済
な
ど
各
種
活

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は
現
在
、

世
界
１
０
９
ヵ
国
に
５
６
４
ヵ
所

が
あ
り
、
日
本
で
は
志
賀
高
原
、

白
山
、
大
台
ヶ
原
・
大
峰
山
、
屋

久
島
の
４
ヵ
所
が
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
宮
崎
県
の
綾
町
で
も
現
在

登
録
に
向
け
て
準
備
が
整
い
つ
つ

あ
り
、
５
月
21
日
と
22
日
に
開
か

れ
た「
国
際
照
葉
樹
林
サ
ミ
ッ
ト
」

で
は
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録

さ
れ
れ
ば
、
世
界
的
な
知
名
度
が

向
上
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
然
環

境
と
生
物
の
多
様
性
を
保
全
し
な

が
ら
生
活
と
調
和
し
た
持
続
的
な

開
発
と
、
地
域
社
会
の
発
展
を
実

現
す
る
場
に
な
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
綾
町
で
は
民
・
学
・

官
が
一
体
と
な
っ
て
40
年
以
上
前

か
ら
自
然
と
共
生
す
る
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
み
、
数
年
前
か
ら
本

格
的
に
民
間
が
主
体
と
な
っ
て
登

録
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
文
化
財
課
と
環
境
政
策
課
も
、

真
の
「
環
境
王
国
」
実
現
の
た
め

協
力
し
て
対
馬
の
登
録
に
向
け
て

研
究
を
始
め
ま
し
た
。
ユ
ネ
ス
コ

に
登
録
を
受
け
る
に
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
が
主
体
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
は

県
や
国
、
関
係
す
る
大
学
等
研
究

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
み
な
さ

ん
と
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

つしま図書館情報�つしま図書館情報� つしま図書館　☎0920（52）3900

�

あんたのヒロイン、なかなかのやな－。釜ケ崎
で働く甲坂礼司は、ホテルチェーンのオーナー
二谷啓太に、妻をモデルに小説を書いてくれと
頼まれる。妻の結子は神戸・三宮のホテルに１
人で住む、つかみ所のない女だった。神戸と大
阪を舞台に繰り広げられる冒険恋愛小説。3年
ぶり、著者の新境地を開く渾身の長篇書き下ろし。

小物から大きめサイズの片づけまで全部お
まかせ！ あじろ編みのふた付きかご、ラン
ドリーバスケット、おでかけ三角バッグなど、
エコクラフトで作るかわいい収納アイテム
やバッグ、プチ雑貨を紹介。

家庭で手軽にプランターなどで栽培できる野
菜づくりを紹介。１か月前後で収穫できる野菜、
２か月前後で収穫できる野菜、３か月前後で
収穫できる野菜に分けて、プロセス写真で解説。
ハーブの寄せ植え、栽培の基本も収録する。

ポップでかわいいお菓子のパッケージを
そのままいかした、ふしぎな雑貨。そんな
おしゃれ雑貨に変身させるアイデアをた
くさんつめこみました。

『この女』�森　絵都／著�

江國　香織／著�

『エコクラフトの収納かご＆バスケット』�
古木　明美／著� ブティック社／著�

『1～3か月で収穫できる 野菜づくり』�

この詩集に収められた25編の詩は、雑誌「小学
一年生」に2年間連載されたもの。きょうからあ
なたはなりものいりでいちねんせい。ようこそ
にぎやかなせかいへ。日本語って、こんなに面
白い楽しい詩と絵がひとつになった、子どもも
大人も楽しめる、すてきなおくりもの。

『いちねんせいになったあなたへ』�

年に一度の町のリサイクル･デー。おしゃべりネ
コ、ブンダバーは、古道具屋さんのトラックで「宝
さがし」へ出かけ、古ぼけたティーポットや、こ
われた足踏みミシンなど、さまざまな物を見つ
けますが・・・・。大切に使われてきた古道具たち
が起こす、素敵な奇跡の物語です。

『ブンダバーとネズミのワゴナー』�
くぼしま　りお／著� 平田　美咲／編�

『エコ＊おしゃれ』�
児
童
書�

今月のおすすめ新着本�

一
般
書�

広報つしま17

日　月　火　水　木　金　土�
　　　　　　　  1　 2　 3　�
4　 5    6   7    8   9　10�
�

9月の休館日�
休館日�

おはなし会�

11  12  13  14  15  16  17�
18  19   20  21  22  23  24�
25　26　27  28  29  30  

『
M
A
B（
マ
ブ
）』�

　
　  

計
画
に
つ
い
て�

◆8月のおはなし会はお休みです�
　次のおはなし会は9月17日（土）に行います。�
◆夏休みの読書感想課題図書を展示しています�
　貸出はどうぞお早めに！�
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Koho shocking

○
と
ん
ち
ゃ
ん
で
お
忙
し
い
で
す
ね
。�

　
だ
か
ら
よ
く
言
わ
れ
ま
す
よ
、「
と

ん
ち
ゃ
ん
の
こ
と
ば
っ
か
り
し
て
」

っ
て（
苦
笑
）。
『
地
域
活
性
の
た
め

に
』
と
集
ま
っ
て
で
き
た
部
隊
な
ん

で
個
々
の
職
業
も
ば
ら
ば
ら
で
す
が
、

部
隊
の
仲
間
た
ち
を
通
し
て
横
の
つ

な
が
り
が
広
が
り
ま
し
た
。
こ
の
活

動
は
仲
間
が
い
た
か
ら
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
楽
し
い
で
す
よ
、
部
活
動

み
た
い
で（
笑
）。
知
ら
な
い
人
か
ら

も
よ
く
声
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
も

な
り
ま
し
た
ね
。
�

○
と
ん
ち
ゃ
ん
部
隊
の
活
動
の
目
的

は
？
�

　
対
馬
の
、
特
に
上
対
馬
の
Ｐ
Ｒ
が

し
た
い
と
思
い
ま
し
て
。
ち
ょ
う
ど

Ｂ
級
グ
ル
メ
が
流
行
っ
て
た
の
も
あ

り
ま
し
た
し
、
と
ん
ち
ゃ
ん
を
使
っ

て
上
対
馬
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
こ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
活
動
が
始
ま

り
ま
し
た
。
�

　
今
年
の
私
た
ち
の
テ
ー
マ
は
『
笑

顔
』
な
ん
で
す
が
、
美
味
し
い
と
ん

ち
ゃ
ん
を
食
べ
て
被
災
地
の
皆
さ
ん

に
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
い
た
く
て
、

７
月
30
・
31
日
の
２
日
間
、
岩
手
県

と
宮
城
県
へ
炊
き
出
し
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。�

　
ま
だ
ま
だ
復
興
が
進
ま
な
い
地
域

も
あ
り
ま
す
し
、
皆
さ
ん
を
元
気
づ

け
よ
う
と
思
っ
て
行
っ
た
の
で
す
が
、

私
た
ち
が
逆
に
元
気
を
も
ら
っ
た
気

が
し
ま
し
た
。
�

　
11
月
に
は
今
年
の
Ｂ
１
グ
ラ
ン
プ

リ
が
開
催
さ
れ
る
姫
路
の
会
場
へ
視

察
に
行
き
ま
す
。
来
年
９
月
に
小
倉

で
Ｂ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
の
全
国
大
会
が

あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
に
出
ら
れ
る
よ

う
に
、
現
在
準
備
中
で
す
。
�

○
同
じ
活
動
を
さ
れ
て
い
る
各
地
の

皆
さ
ん
と
知
り
合
っ
て
影
響
さ
れ
た

こ
と
は
？
�

　
地
域
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
い
う

心
持
ち
の
部
分
が
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
あ
と
、
皆
さ
ん
本
当
に
優
し
い

ん
で
す
。
僕
た
ち
は
新
参
者
だ
っ
た

ん
で
、
周
囲
の
方
々
が
と
て
も
気
を

使
っ
て
く
だ
さ
っ
て
。
ま
た
、
売
り

方
や
準
備
し
て
お
く
と
よ
い
も
の
、

声
の
か
け
方
な
ど
技
術
的
な
面
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
大
会
で
は
そ
の

時
勝
負
の
部
分
も
あ
り
ま
す
か
ら
、

や
っ
ぱ
り
味
だ
け
じ
ゃ
な
く
Ｐ
Ｒ
の

仕
方
が
大
事
で
す
ね
。
�

○
こ
れ
か
ら
目
指
す
の
は
？
�

　
も
し
と
ん
ち
ゃ
ん
が
日
本
一
に
な

れ
ば
『
日
本
一
の
と
ん
ち
ゃ
ん
部
隊

が
認
定
す
る
美
味
し
い
食
材
』
と
し

て
と
ん
ち
ゃ
ん
部
隊
の
シ
ー
ル
を
米

や
魚
、
椎
茸
な
ど
農
水
産
物
に
貼
っ

て
対
馬
の
特
産
品
を
ア
ピ
ー
ル
で
き

れ
ば
と
い
う
考
え
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
ま
で
行
く
の
に
は
時
間
も
か
か
る

で
し
ょ
う
け
ど
。
�

　
他
県
の
方
か
ら
は
『
対
馬
の
人
は

良
い
も
の
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る

の
に
ア
ピ
ー
ル
が
下
手
だ
』
と
言
わ

れ
る
ん
で
す
。
い
つ
も
あ
る
も
の
だ

か
ら
特
別
に
は
思
っ
て
い
な
い
も
の

が
、
実
は
他
県
の
方
か
ら
見
れ
ば
す

ご
く
興
味
が
あ
る
も
の
、
優
れ
て
い

る
も
の
だ
っ
た
り
す
る
。
と
ん
ち
ゃ

ん
が
良
い
例
で
す
よ
ね
。
九
州
で
受

け
入
れ
ら
れ
て
１
位
を
獲
っ
た
け
れ

ど
、
地
元
の
人
に
と
っ
て
は
、
こ
ん

な
も
の
が
何
で
？
っ
て
。
昔
か
ら
食

べ
慣
れ
て
る
か
ら
で
す
よ
ね
。
�

　
対
馬
は
離
島
で
あ
る
う
え
に
、
上

対
馬
は
交
通
の
便
も
悪
い
。
も
し
と

ん
ち
ゃ
ん
が
日
本
一
に
な
っ
た
ら
、

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
が
ま
た
来
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
…
？
と
も
思
っ
た
り
し

て
る
ん
で
す
。
九
州
か
ら
、
ま
し
て

や
離
島
か
ら
日
本
一
に
な
っ
た
と
こ

ろ
は
ま
だ
な
い
わ
け
で
す
か
ら
。
そ

う
し
て
経
済
効
果
が
上
が
っ
て
く
れ

れ
ば
。
ど
う
に
か
し
て
上
対
馬
に
人

が
流
れ
て
き
て
く
れ
る
よ
う
に
し
た

い
で
す
ね
。
�

毎
回
、
登
場
し
て
く
だ
さ
っ
た
方�

に
次
の
方
を
ご
紹
介
い
た
だ
く
こ
の�

コ
ー
ナ
ー
。 

次
回
は
上
対
馬
町�

古
里
在
住
の
細
井
尉
佐
義
さ
ん
で
す
。�

お
楽
し
み
に
。�

●プロフィール�
39歳。上対馬町比田勝出身、在住。高校卒業後上京し、販売業に携わる。郵便局を退職した父が実家で鮮魚店を
始めることになったのをきっかけに30歳で帰郷。以前このコーナーに登場いただいた武冨さんのご紹介で奥様と
知り合い結婚。現在3児の父。2010年4月福岡市で行われた『ご当地グルメコンテスト』で優勝したとんちゃん
部隊の隊長を務めるほか、精力的に地域の活動などにも参加し多忙な毎日を過ごす。「忙しい日々を柔らかくし
てくれます」と子どもの話題になると目じりが下がる。�

さ い と う 　 たけし

齋藤 　豪さん�



福岡近郊で見つけた“対馬”
福岡事務所のスタッフが、福岡近郊で触れた対馬を�
紹介するコーナーです。�
�

壱岐市福岡事務所で対馬をPR！�

19 広報つしま

〒812-0011  福岡市博多区博多駅前2丁目12-26  福岡Dビル11F�
☎092（481）6411　℻092（292）8786

スタッフ　平山祝詞・阿比留忠明・古賀陽子�

　ブログ　　『対馬市福岡事務所レポート』　http://tsjfuk.exblog.jp/

　ベイサイドプレイス博多に壱岐市福岡事務所（IkiIki情報プラザ）
がオープンしたのは今年４月のこと。同じ長崎の離島であり、福
岡に経済圏を共有する者としては協力が不可欠。オープン当初か
ら「対馬の観光パンフレットはないの？」とおたずねになる方が
多いということで、ガイドマップを置いていただきました。また
「壱岐には行ったけど対馬は無い」と言われる方が多いなか、壱
岐の観光戦略を学ぶため、綿密な情報交換によるパートナーシッ
プを築いてます。�

　今年2月「ツシマヤマネコ米を扱いたいので
すが、どうすれば？」と事務所を訪ねてこられ
た社家町米穀店の原田さん。それではと、ツシ
マヤマネコ米研究会を紹介させていただき、今
では店頭だけでなくネットでも販売中。大の対
馬ファンで猫好きのご主人は、　　　　　　　
環境に優しい有機栽培や減農薬　　　　　　　
の米を販売しているこだわりの　　　　　　　
お米屋さんだったのです！�

スタッ
フ�

おすす
め!

壱
岐
市
福
岡
事
務
所
に
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
を
表
紙
に

壱
岐
市
福
岡
事
務
所
に
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
を
表
紙
に
�

配
し
た
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
が
お
邪
魔
し
て
い
ま
す

配
し
た
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
が
お
邪
魔
し
て
い
ま
す
�

壱
岐
市
福
岡
事
務
所
に
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
を
表
紙
に
�

配
し
た
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
が
お
邪
魔
し
て
い
ま
す
�

ツシマヤマネコをまもる�
お米屋さん！�
ツシマヤマネコをまもる�
お米屋さん！�

問い合わせ�
社家町（しゃけまち）米穀店�
福岡市東区箱崎1-26-41�
☎092（651）1645

〈参 加 料〉�2,000円＋音楽祭チケットの確認�

〈体験内容〉�浅茅湾クルーズ体験�
シーカヤック体験�

〈集合場所〉�グリーンピアつしま（伝承館）�

〈集合時間〉�浅茅湾クルーズ体験・・・・・・10：00�
シーカヤック体験・・・・・・・・10：45

※参加には予約が必要です。詳しくは事務局まで。�

つしま魅力体験�同時�
開催�

日　時� 8月27日（土）�
〈開場〉16：40　〈開演〉17：00

場　所� 対馬グリーンパーク芝生広場�

出演者�〈日本〉小室等＆八木のぶお＆こむろゆい、�
　　　相川七瀬、ソナーポケット�
〈韓国〉イム・ジフン、チュ・ガヨル�

チケット�〈前売〉2,000円　〈当日〉3,000円�
※中学生以上�

問い合わせ�対馬ちんぐ音楽祭実行委員会事務局�
☎0920（54）2271�
http://www.chingu.jp/
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市長の動き�市長の動き�〈７月〉

※太字は島外出張�

（
６
月
21
日
〜
７
月
20
日
受
付
分
）�

（
住 

所
）　（
氏
　
　  

名
）  

（
年
齢
）�

（
住 

所
）　（
氏
　
　  

名
）  

（
年
齢
）�

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す�

お
く
や
み�

0120（555）203

24時間電話で健康を�
お届けします�

９月のテーマ�

月�
火�

水�

木�

金�

めまい�

腰痛の運動療法�

子どもの救急シリーズ①

発　熱�

せん妄�

性　病�

翼状片�

土・日�

安全運転で、事故のない対馬を�
目指しましょう!!

交通事故情報�
7月31日現在�
（平成23年中）�

区　分� 市全体�北署管内�南署管内�

本年�発
生
件
数� 昨年比�

本年�死
者
数� 昨年比�

本年�負
傷
者
数� 昨年比�

28�

‐4�

0�

‐2�

40�

‐1

3�

‐2�

0�

‐1�

4�

‐2

31�

‐6�

0�

‐3�

44�

‐3

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、届
出
の
際
戸
籍
窓
口
で
承
諾
の
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。�

一人で悩んでいませんか？�一人で悩んでいませんか？�一人で悩んでいませんか？�
　長崎県・対馬市・対馬市社会福祉協議会では、多重債務・失業・保育・介護など�
暮らしに関する悩みや、ストレスによるこころの悩み、または法律に関する相談�
会を開催しています。料金は全会場無料です。お気軽にご利用ください。�

※ありあけ会館（厳原町久田）では、火曜日～金曜日（9：00～17：00）上記相談日を�
　除いて開設しています。�

９月７日（水）�

日　程� 時　　間� 会　　　　　　場�

10：00～12：00 上対馬総合センター�

13：00～15：00 上県地区公民館�

10：00～12：00 峰地区公民館�

13：00～15：00 豊玉地区公民館�

10：00～12：00 美津島地域活性化センター別館�

14日（水）�

21日（水）�

問い合わせ�福祉事務所福祉課　☎0920（58）2294�
こころの相談所　　☎0920（52）8162

※相談を希望される方は、必ず事前（前日の16：00まで）に予約をお願いします。�

９月７日（水）�

日　程� 時　　間� 会　　　　　　場�

対馬市交流センター（厳原）�

13：00～16：00 対馬市総合福祉保健センター（美津島）�

上対馬町地域福祉センター�

14日（水）�

28日（水）�

問い合わせ�対馬市社会福祉協議会 地域福祉班　☎0920（58）1432

※相談は、弁護士・司法書士など専門家が対応します。�

日　程� 時　　間� 会　　　　　　場�

13：00～16：00 ハローワーク対馬�８月23日（火）�

問い合わせ�対馬保健所地域保健課　☎0920（52）0166

　
豊
　
　
坂
田
　
　
勉
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代
　
扇
　
　
善
夫
　
91
歳

舟
　
志
　
畑
島
　
寅
雄
　
85
歳

五
根
緒
　
古
藤
　
君
子
　
62
歳

　
琴
　
　
中
岡
　
兼
義
　
78
歳

仁
田
ノ
内
　
春
田
　
惠
三
　
78
歳

樫
　
滝
　
小
宮
　
米
子
　
85
歳

　
櫛
　
　
日

　
正
登
　
77
歳

仁
　
位
　
草
葉
　
良
人
　
84
歳

佐
志
賀
　
平
江
　
　
稔
　
75
歳

位
之
端
　
津
村
ミ
ヨ
子
　
73
歳

水
　
崎
　
松
本
　
菊
枝
　
78
歳

志
多
浦
　
伊
賀
　
多

　
84
歳

本
　
町
　
神
宮
　
和
男
　
85
歳

本
　
町
　
神
宮
　
孝
次
　
61
歳

加
　
志
　
橘
　
　
ツ
ヤ
　
95
歳

尾
　
崎
　
阿
比
留
孝
也
　
42
歳

浦
　
崎
　
黒
岩
シ
ズ
子
　
79
歳

賀
　
谷
　
小
島
　
和
博
　
68
歳

元
鴨
居
瀬
　
波
田
　
亀
雄
　
86
歳

元
鴨
居
瀬
　
岡
倉
　
末
治
　
80
歳

　
曲
　
　
梅
野
　
長
雄
　
78
歳

小
　
浦
　
三
山
　
安
雄
　
73
歳

南
　
室
　
久
保
田
マ
ツ
ヱ
　
98
歳

桟
　
原
　
永
留
　
廣
久
　
60
歳

田
　
渕
　
湊
　
　
俊
郎
　
89
歳

大
手
橋
　
梅
野
　
和
夫
　
85
歳

久
　
田
　
杉
原
　
米
子
　
73
歳

久
　
田
　
大
前
　
成
寿
　
54
歳

豆
酘
上
町
　
立
花
ユ
キ
ヱ
　
80
歳

豆
酘
中
町
　
廣
幡
　
憲
二
　
68
歳

豆
酘
浜
町
　
阿
比
留
泰
秀
　
61
歳

（
敬
称
略
）�

職員辞令交付・姜南周諮問大使委嘱状交付式�
�
永尾賢一氏林野庁長官賞受賞祝賀会�
�
国境マラソンＩＮ対馬�
�
海上保安協会厳原支部定期総会�
�
家畜市・離島総合特区首長意見交換会�
�
企業訪問　　　　　　　　　　（福岡）�
�
対馬定置漁業協議会�
�
対馬林業研究通常総会�
�
豊玉高等学校体育大会�
�
全国市長会過疎関係都市連絡協議会（東京）�
�
全国市長会行政委員会　　　　（東京）�
全国市長会理事・評議員合同会議（東京）�
�
県水道協会役員会　　　　　　（長崎）�
�
出前市長室�
�
ＫＢＣラジオ長崎フェスタ　　（福岡）�
�
対馬北部沖海洋温度差発電事業申請に�
係る説明会�
�
認定農業者協議会総会�
県中総体対馬市選手団団結式�
�
対馬栽培漁業振興公社理事会�
国境離島特別委員会�
�
県市町村関係団体合同総会　　（長崎）�
�
航路活性化対策協議会�
�
東日本大震災被災地支援　　　（宮城）�

１日

２日

３日

４日

６日

７日

８日

９日

10日

12日

13日

14日
�
15日

16日

17日
�

20日

22日
�

25日

27日

30・31日
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☎0920（52）1910

☆予約制となります。★内科医の紹介により診療予約となります。�

診療時間は9：00～12：00です（※急患の方のみ）�

診 療 科 目 � 診 療 日 � 受付時間�

8：30̃15：00

8：30̃11：00

8：30̃15：00

8：30̃15：00

8：30̃15：00

8：30̃11：00

8：30̃11：00

8：30̃11：00

26

28

7・14・21・28

9

7・14・21

7・21

7・14・21・28

17

血　液　内　科�

☆ 神 経 内 科�

☆ 循 環 器 科�

脳 神 経 外 科�

★糖尿病外来�

皮　膚　科�

思 春 期 外 来�

（長崎医療センター）�

（森　正孝）�

（守崎勝悟）�

（長崎医療センター）�

（中対馬病院）�

（川上眞寿弘）�

（長崎県精神医療センター）�

（長崎医療センター）�

☎0920（86）4321
診 療 科 目 � 診 療 日 � 受付時間�

☎0920（54）2024

※１．☆印の診療科は診療科（内科）よりの予約患者様のみの診療を行っ�
　　　ております。�
※２．透析診療については、月曜日～土曜日までの午前中に診療しますの�
　　　で、お問い合わせください。�

診 療 科 目 � 診 療 日 � 受付時間�

8：30̃11：00�

8：30̃10：30

8：30̃11：00

8：30̃11：00�
（紹介状制）�

8：30̃11：00

9：00～�

8：30̃11：00

7・14・21・28�

1・8・15・22・29

14

16

7・14・21・28

20

1�
2 ※予約のみ�

予約にて受け付けています�

耳 鼻 咽 喉 科�

泌　尿　器　科 �

眼　　　科�

☆ 神 経 内 科 �

内　視　鏡�

補 聴 器 外 来�

（福岡大学病院）�

（長崎大学病院）�

（いづはら病院）�

（九州大学病院）�

（市立大村市民病院）�

7：30̃11：30�

8：00̃11：30�

8：00̃11：30�

8：00̃11：30�

8：00̃15：00�

8：00̃11：30�

7：30̃11：30�

8：00̃11：30�

8：00̃11：30�

8：00̃10：00

7・28�

6・20�

8・29�

1・15・29�

14・28�

9・30�

9・30�

21�

6�

9

眼　　　　科�

耳　鼻　科�

皮　膚　科�

�

�

泌 尿 器 科�

整 形 外 科�

循 環 器 科 �

神 経 内 科 �

脳　外　科�

精　神　科�

日　程� 診　　療　　所　　名� 医師名�

日曜・休日救急医療�

※特別診療のうち、長崎大学、国立病院長崎医療センター応援につきましては、空路欠航等により診療を中止する事が�
　ありますので、事前に確認下さいますようお願いします。�

税務課  夜間窓口�
■８月の夜間窓口日程■�

窓口開設時間� 17：30～20：00まで�

場　所� 本 庁 税 務 課 �

※夜間窓口は、毎月末の1週間を予定しています。（ただし、各地域活性化センターでは2日間を予定） 
※８月31日は、市税・国保税３期の納期です。

期　間� 25（木）～26（金）、29（月）～31（水）�

各地域活性化センター�

30（火）、31（水）�

■問い合わせ■ 市民生活部税務課 ☎0920（53）6111

午後８時まで開いています。�午後８時まで開いています。�
「日中は仕事で納付にいけない方」や、「事情により納付が困難で、�
納税相談を受けたい方」など、ぜひ夜間窓口をご利用ください。

9/4（日）�

11（日）�

18（日）�

19（月）�

23（金）�

25（日）�

（ 　知）�

（佐須奈）�

（厳　原）�

（厳　原）�

（佐　賀）�

（厳　原）�

畑島　陽�

豊田信寛�

吉田茂幸�

東島英孝�

武林幸子�

古藤　剛�

畑 島 医 院 �

佐 須 奈 診 療 所 �

吉 田 内 科 医 院 �

東 島 医 院 �

佐 賀 診 療 所 �

今屋敷ことう診療所�
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作 り 方 �

① 干ししいたけは水で戻し、千切りにする。�
　 もどし汁・醤油・みりんで煮る。�
② オクラはさっと塩ゆでにする。�
③ イカは内臓を取り皮を剥いて①②を中に詰める。�
　 つまようじでとめて、塩こしょうをふる。�
④ 小麦粉・卵・パン粉をつけて油で揚げる。�
　 レモンを添える。�

平成23年度対馬「地もん」を食べようコンクールを開催します。�
詳しくは、市ホームページでご確認ください。�

材料（４人分）�

イカ（小）・・・・・・・・・・・・・・・４杯�

干ししいたけ・・・・・・・・・・・４枚�

オクラ（小）・・・・・・・・・・・・・８本�

もどし汁・・・・・・・・・２００ｍｌ�

醤油・・・・・・・・・・・・・・・大さじ２�

みりん・・・・・・・・・・・・・大さじ２�

油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量�

小麦粉・・・・・・・・・・・・・・・・・適量�

パン粉・・・・・・・・・・・・・・・・・適量�

溶き卵・・・・・・・・・・・・・・・・・１個�

レモン・・・・・・・・・・・・・１／２個�

つまようじ・・・・・・・・・・・・・４本�

エネルギー 258kcal　たんぱく質 18.7g�
脂質 8.5g　カルシウム 54mg�
食塩相当量 2.1g

１人分�
栄養価�

「山と海のドッキング」�「山と海のドッキング」�
厳原町  西川輝子さん（主婦）考案�

対馬「地もん」を食べようコンクール　優秀賞�対馬「地もん」を食べようコンクール　優秀賞�

イカ�
漁　期　通年�

するめいか／12月～2月�
けんさきいか／6月～9月�

食べ方　刺身、煮付けなど�

　　今回のレシピは、対馬の特産品の「干
ししいたけ」「イカ」今が旬の「オクラ」を
使っています。�
　イカは、低脂肪・低カロリー・高タンパ
クの優れた食材です。コレステロールを下
げるタウリンを多く含んでいます。�

ポイン
ト�

・・・・・・30分�
※１時間以内でできる料理（下ごしらえ・盛り付けも含む）�

所要時間�

８がつ�生まれ�

酒井瑛斗くんくん�酒井瑛斗くん�
さか  い  あき  と�

8/108/10生まれ生まれ（4才）才）厳原町厳原町�8/10生まれ（4才）厳原町�
竹中宏聡くんくん�竹中宏聡くん�
たけ なか ひろ あき�

8/258/25生まれ生まれ（6才）才）厳原町厳原町�8/25生まれ（6才）厳原町�

北尾潤心くんくん�北尾潤心くん�
きた   お  うる  は�

8/248/24生まれ生まれ（2才）才）豊玉町豊玉町�8/24生まれ（2才）豊玉町�
齊藤　駿くんくん�齊藤　駿くん�
さい とう      しゅん�

8/178/17生まれ生まれ（1才）才）峰町峰町�8/17生まれ（1才）峰町�
加瀬理人くんくん�加瀬理人くん�
か    せ    り  ひと�

8/258/25生まれ生まれ（1才）才）美津島町美津島町�8/25生まれ（1才）美津島町�

立川夏海ちゃんちゃん�立川夏海ちゃん�
たち かわ なつ  み�

8/318/31生まれ生まれ（1才）才）上対馬町上対馬町�8/31生まれ（1才）上対馬町�
村井穂香ちゃんちゃん�村井穂香ちゃん�
むら  い    ほのか�

8/68/6生まれ生まれ（1才）才）美津島町美津島町�8/6生まれ（1才）美津島町�

素花奏志くんくん�素花奏志くん�
そ   ばな そう  し�

8/248/24生まれ生まれ（5才）才）美津島町美津島町�8/24生まれ（5才）美津島町�

上町奏楽くんくん�上町奏楽くん�
うえ まち  そ    ら�

8/25生まれ（1才）厳原町�

里村俊哉くんくん�里村俊哉くん�
さと むら とし  や�

8/208/20生まれ生まれ（1才）才）厳原町厳原町�8/20生まれ（1才）厳原町�
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